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1. はじめに 

１ー１． 天山山脈域における遊牧社会形成の考古学的意義 

 天山山脈域において遊牧社会の形成を研究する意義は、差し当たって以下3 点を挙げることができる。 まず、

天山域において遊牧社会の形成を調べることは、当該地域における狩猟採集経済から農耕牧畜経済への移行現

象を明らかにすることと直結している点がある。 天山域において動植物考古学的な証拠に基づく家畜種・栽培種

が初めて出現するのは、紀元前3 千年紀前半の前期青銅器時代以降である （Frachetti et al. 2010; Spengler et 

al. 2016）。すなわち、食料生産経済への移行という人類史上において普遍的な重要性を有する画期が、 天山域

では移動民による山岳環境への遊牧的適応や開発によって青銅器時代にもたらされた。 この事実は、ユーラシア

西部世界では一般的に 「新石器化」 として定義される食料生産経済への移行現象 （Cauvin 2000） が、同東部

世界では異なる道筋を辿ったことを示唆しており、ユーラシア東西世界における社会の複雑化過程の比較考古学

研究に発展する潜在性を有している（Kuzmin 2013; 久米ほか 2014; Gibbs and Jordan 2016）。これをさらに敷衍す

れば、天山域における遊牧社会の形成を明らかにすることは、ユーラシア東西世界の基層的な文化境界の研究に

も寄与するものとなろう。 

 次に、青銅器時代における天山山脈域の牧民遺跡の研究は、 これまでにも多くの研究者が取り組んできたように、 

ヒト、モノ、情報がユーラシア東西世界を相互に越境し始めた最初期の様相を明らかにする潜在性を有する。 伝統

的には、現在の中国領への印欧語族 （Mallory and Mair 2000） や青銅生産技術（Potts 2012）の拡散、翻って中

央アジア領へはヒスイなどの貴石の流通（Kuzmina 1998）等がこれまで数多く議論されてきた。 中でも最近、特に議

論が活発となっているのは、ユーラシア世界の東西で個別に栽培化された栽培植物の東西伝播の経路として天山

山脈域が機能してきた点である。 例えばパンコムギ、オオムギ等の中東起源の栽培植物とキビ等の中国起源の植

物は、紀元前3 千年紀に天山、パミール、アルタイあるいはヒンドゥークシュの山麓地帯を経由して、それぞれヨーロ

ッパと東・南アジアへ拡散した考古学的証拠が最近になって次々と提出されている （Miller et al. 2016; Motuzaite 

Matuzeviciute et al. 2013; Spengler 2015a; Spengler et al. 2014; Stevens et al. 2016）。さらに、 これらの山麓地帯

を経由した東西交流の具体的な担い手として、山麓地帯の盆地間を季節的に移動するほか、 みずからも氷河の

雪解け水を利用した小規模な農業を実践していた遊牧民を想定する仮説も提示されている （Frachetti 2012; 

Spengler et al. 2013）。 したがって、天山山脈域の牧民遺跡は、後代の「シルクロード」 を通じた東西交流の起源

を探る上で格好のフィールドとなっており、多くの研究者がこの研究目標を多少なりとも共有していることは、天山ほ

か中央アジアの山岳地帯を 「内陸アジア山地回廊」（“Inner Asian mountain corridor”） （Frachetti 2012）、「中ア

ジア回廊」（“Middle Asian corridor”） （Stevens et al. 2016）、「原シルクルート」 （“proto silk route”） （Jones et al. 

2015）、 
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「先シルクロード」 （“pre-Silk Road”） （Spengler 2015b） などと呼称していることからも明らかだろう。 

 最後に、 天山山脈域における遊牧社会の形成研究の意義として、 人類による高地環境開発の発展過程を明ら

かとする点が指摘できる。 旧石器時代に天山を始めとした中央アジアの山岳地帯に人類が進出していた痕跡が数

多く遺されていることは、本書の佐藤論文、西秋論文でも明らかな通りである。一方、西秋が高地開発の 「到達点」 

と評する農耕牧畜を伴った青銅器時代以降の山岳環境の開発は、高地環境での季節的な居住から恒常的な居住

への移行を可能とし、環境の人為的改変が加速化したという点において、以前とは質的にも量的にも大きく異なる。 

具体的な山岳環境の人為的改変事例としては、農耕地や放牧地の開発、堅果類や燃料の獲得を目的とした森林

管理などが挙げられるだろう（Spengler 2014）。 また旧石器時代の人類による高地開発は、概ね海抜2000m 付近

までにとどまっているが （Vishnyatsky 1999; Pinhasi 2011）、青銅器時代以降はさらに標高の高い環境への進出が

筆者らによる天山域での調査においても確認されている。 この背景にはまず酸素同位体ステージなどの長期的で

グローバルな気候変動のほか、更新世末から完新世にかけて良好なデータが得られているローカルな気候変動 

（Takeuchi et al. 2014; Aizen et al. 2016） を考慮に入れる必要がある。 一方、そのほかにも農耕牧畜の導入に起

因する人的要因、すなわち人口増加に伴う放牧地や耕地の拡大の必要性、耐寒性のあるオオムギの導入、栄養価

の高い乳製品の製造と摂取、あるいは高所環境にのみ生育するヤクの家畜化などが更なる高所への進出に関連し

ているものと思われ、天山山脈域での研究事例は管見の限り見当たらないものの、 ヨーロッパ・アルプス地域やチ

ベット地域などで農耕牧畜の導入に伴う高所環境開発に関する研究事例が増加している （Carrer et al. 2016; 

Zhang et al. 2016）。 

１ー２．  天山山脈域における調査目的 

 上述の天山山脈域での遊牧社会の形成の意義と最近の研究動向を踏まえ、2013 年度より筆者らが開始したキル

ギスでの現地調査では、主として天山山脈中央部、ナリン川流域を調査地とした（図1）。同流域の標高は2000m を

超え、 これまでの研究が対象としてきた標高1000 ｍ前後の山麓域（例えば、 Frachetti and Marʼyashev 2007） よ

りもさらに高地環境に位置する。この調査地を対象に、遊牧社会の基盤となる農耕牧畜経済がいつ、  どのようにし

て山岳環境において導入されたか、を主たる研究課題として調査を開始した。 

 調査を始めるにあたって、留意した点が2 点ある。 まず、農耕牧畜経済の導入という研究課題に向けては、本来

ならば生活様式に関する考古学的証拠が得られる居住遺跡を発掘対象とすることが必須となる。 しかし、山岳環

境の中でそのほとんどがキャンプサイトと想定される牧民遺跡を発見することは極めて困難であることが当初から予

想された。 また筆者らのチームはこの調査を始めるまでキルギスでのフィールド経験がなかったため、チーム内に

十分な研究蓄積もない。 そこで、キルギスの研究者らが調査を進める既知の青銅器時代の墓地遺跡 （アイグルジ

ャル遺跡群） を共同で発掘調査し、確実な成果を得ることを目指した。 また、居住に関する考古学的情報を補完

的に得るために、急峻な山岳内での徒歩サーベイを実施し、考古遺跡の探索を発掘調査と併行して実施することと

した。 これらの調査を通じて天山山脈域での農耕牧畜経済の導入に関する考古学的証拠を収集した。 本稿では、

2013 ～2015 年度までに行った発掘調査とサーベイの結果の要点を報告し、天山山脈域における農耕牧畜経済

の導入プロセスと今後の調査の展望について述べることとする。 
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図１ ナリン川流域とアイグルジャル遺跡群、アラムシク遺跡の位置 

図2 ナリン川流域とアイグルジャル遺跡群の遠景 （南西より） 



34 

 

 

 

 

 

Ⅱ部 キルギスとその周辺地域における遊牧社会の形成 

 

2. キルギス、 天山山脈域での現地調査 

２ー１．アイグルジャル遺跡群での発掘調査 

 アイグルジャル（Aigyrzhal）遺跡群は、天山山脈中央部にある現在のナリン市内に位置しており、ナリン川（シル・

ダリヤ（Syr Darya）河の支流）左岸の段丘上に立地する。マウンド状に削り残された段丘面上の高台部分に青銅器

時代からモンゴル時代までの墓地が計3 つ確認されている （アイグルジャル1 ～3 遺跡）。また2km ほど上流には、

同じく左岸の段丘上に同様の遺跡が存在しており（アラムシク （Ala Myshyk） 遺跡）、現在のナリン市付近の左岸

段丘が墓地として長期的に利用されていたことがわかる （図1、2）。 

 筆者らが主に調査を行ったのは、アイグルジャル3 遺跡である （久米ほか2015, 2016; Sultanov 2015）。遺跡は、

東西方向の長軸がおよそ100m、南北方向の短軸が40m を測り、周囲のナリン川段丘面との比高は1m 程である 

（図2、3）。 遺跡の表面には遺構を形成する石列群が目視でき、個々の石列は矩形ないし楕円形状に配置された

石囲を形成する。 この石囲がさらに複数連結しており、  １つの石囲群ユニッ トを形成する構造を持つ。 

図3 アイグルジャル2 及び3 遺跡の標高図   

（掘削部は近年の砂利採取による損傷） 
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図4 アイグルジャル3 遺跡の石囲群ユニット2 全景（西より） 

 

 筆者らは石囲群ユニット2 と名付けた石囲群の調査を行った。 この石囲群は、南北に計3 つの楕円形の石囲が

連結している。残存している石列を計測すると、それぞれの石囲のサイズは、約5 ×2.8 ｍ（1 号石囲）、約4 ×3m 

（2号石囲）、約4 ×2.6 （3号石囲）を測るが、1 号石囲の北側及び3号石囲の南側の石列は失われており、原型の

サイズについては不明である。 1 号石囲の東側には、 さらに小型の付属石囲（4 号石囲：約1.1 ×1m）が存在し、

石囲群ユニット2 は計4 つの石囲で構成されている （図4）。 それぞれの石囲は互いに石列を共有しながら連結し

ていることから、新たな埋葬が行われる都度、石囲を追加することによって、最終的に現在の石囲群ユニットが形成

されたことが示唆される。 

 4 つの石囲のうち、最も貴重なデータを提供したのは1 号石囲であった。1 号石囲では、表面確認では明瞭な墓

壙掘込面を確認できなかったため、石列に沿って任意の試掘坑を設定して調査した結果、南北約5m、東西約2.6m、

深さ約1.4m の巨大な墓壙が確認された（図5）。床面では墓壙の周縁に沿ってさらに石囲が配置されており、主体

部が明確に区分されている。 また、わずか一部ではあるが、この墓壙床面上の石囲に沿って木片が確認されたた

め、木槨を有する墓であった可能性もある。 

 埋葬された人骨は全て火葬されており、火葬骨が集中する地点が墓壙内に3 ヶ所ほど確認された。火葬骨の分

析作業は未着手であるが、今後、被葬者の性別や年齢構成等の情報については、可能な限り明らかとする予定で

ある。 1 号石囲の副葬品で最も注目に価するのは、墓壙の中心部で集中して出土したラッパ形耳飾、螺旋状装飾

付腕輪、ビーズ等の青銅製品7 点である（図6）。いずれも青銅器時代のウラル山脈からアルタイ山脈に至るまでの

中央アジア広域に拡散したアンドロノヴォ文化に典型的な青銅製品であり、青銅器時代における天山山脈域の開

発がアンドロノヴォ文化の拡散現象の脈絡 
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の中で進展したことが明瞭となった。 

 天山山脈域の開発を担った人々の生業活動に関する考古学的証拠は、アイグルジャル2 遺跡で行った小規模な

試掘調査から得られた（久米ほか 2014）。試掘調査では、地表下約50 ～130cm で青銅器時代に帰属する文化層

と積石遺構が確認されている。積石遺構は30 ～40cm 大の礫を80cm 程の高さで積み上げたもので、形状は崩れ

ているものの、径120cm 程の円形を呈している（図7）。この積石の下にはさらに土坑が掘りこまれており、土坑内か

らウシないしウマなどの大型哺乳類の椎骨とヒツジ／ヤギの距骨が出土した （図8）。類似した遺構は同じく青銅器

時代のモンゴル、オラーン＝オーシグＩ遺跡での報告があり、ウマの頭骨や椎骨を埋納して積石を築いている。 こ

の積石遺構は大型の積石墓の周囲に配置されていることから、埋葬儀礼に伴うウマの供犠行為と考えられており

（Takahama et al. 2006）、アイグルジャル2 遺跡の事例も同様に埋葬儀礼に関わるものであったと思われる。 この

土坑から採取した土壌のフローテーションを行った結果、栽培種のコムギとオオムギが確認された。いずれも穀粒だ

けでなく穂軸先端部も確認されていることから、在地で栽培した可能性が極めて高い（Motuzaite Matuzeviciute et 

al. 2015）。 なお、埋葬儀礼の脈絡での栽培植物の利用については、天山山脈北麓域のバガシュ （Bagash） 遺跡

の調査でも確認されており、天山山麓における栽培植物の導入の背景には儀礼的な動機があったことも主張され

ている （Frachetti et al. 2010）。 

図5 （左） アイグルジャル3 遺跡1 号石囲墓壙の完掘状況 

図6 （右） アイグルジャル3 遺跡1 号石囲から出土した青銅製螺旋状装飾付腕輪。 片方の螺旋状装飾がそれ 

ぞれ欠損する 

図7 （左） アイグルジャル2 遺跡の埋葬儀礼に関連する積石遺構 

図8 （右） アイグルジャル2 遺跡の積石遺構直下のピット内から出土した大型哺乳類の椎骨 （矢印） 
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２ー２． 天山山脈域でのサーベイ 

 発掘調査と併行して、アイグルジャル遺跡南側に広がるアラムシク山域及びゴル・ナリン・ トー山域で踏査を行っ

た（久米ほか 2016） （図9）。遺跡直近のアラムシク山域の斜面は極めて急峻で、居住はおろか踏査の実施自体も

困難と見えたため、遺跡から約10㎞東に離れたナリン市と南のアッ・バシ（At-Bashi）市を結ぶ峠道が存在するカラ・

ス（Kara Su）川、及びその東に位置するゴル・ナリン・トー山域を流れるマザル・ブラク （Mazar Bylak）、モル・ブラク 

（Mol Bulak）、テケ・セキリク （Teke Sekirik）、テケ・セキリク東の計4 つの沢を登り、踏査を行った。また、峠道があ

るカラ・ス川上流へは車両で到達できるため、道沿いからアラムシク山域の東端の尾根まで登山し、同山域の尾根

周辺での踏査も行った（クズル・ベル（Kyzyl Bel）1 ～3）。 

 いずれの調査地も急峻な地形であるため、踏査自体も困難を極めた。 特に水流の速いカラ ・ス及びマザル・ブラ

クでは、現代の炉跡や石列などを除いて遺跡は一切確認されなかった。一方、他の3 か所の踏査地点では、 クル

ガンとみられる環状石列が多数確認されたが、牧民キャンプ跡と思われる石列を伴う人工遺物の散布地はモル・ブ

ラク沢で確認されたわずか2 か所であった （図10、11）。 キャンプ跡はいずれも山間にある小規模な盆地状地形

を利用しており、防風効果の高い立地条件など特定の地形が好まれたことがうかがえる。 また、年代特定が可能な

示準遺物は採集されなかったが、採集遺物には古代土器から近・現代の磁器や鉄製の火かき具まで含まれており、

同じ地点が野営地としてかなり長期間にわたって利用されていたことがわかる。 なお、登山踏査を実施したアラム

シク山域東端の尾根周辺（標高約2800 ｍ地点） でもクルガン等の石列が多数確認されており、アクセスが困難と

想定される山岳地形が広範に利用されていたことがわかった。 

 

 

3. 天山山脈域での農耕牧畜経済の導入 

 アイグルジャル遺跡群から得られた農耕牧畜経済の導入に関する考古学的証拠は、天山山脈域の標高2000 ｍ

を超える山岳環境において青銅器時代にコムギやオオムギが栽培されていたことを示す初めての成果である。 こ

れまで天山山脈の山麓域を主として想定していた「内陸アジア山地回廊」や「原シルクロード」は、 より標高の高い

山岳地帯内部をも含んでおり、山岳環境が青銅器時代以降になって急速に開発された可能性が指摘できる。 

 また、天山山脈域における農耕牧畜の導入が、アンドロノヴォ文化の広域拡散と連動していたことが明らかとなっ

たことも重要な成果である。 近年、アンドロノヴォ文化期の炭素年代測定が進展し、同文化の中心地と目されてき

た南ウラル地域から徐々に拡散したという従来のモデルから、紀元前3 千年紀末からほぼ同時期に広域に拡散し

たという見方が有力になりつつある （Chernykh 2009）。 筆者らが調査したアイグルジャル2 及び3 遺跡での測定

値（8 点） も紀元前1900 年～1400 年（較正年代） を示しており  （Motuzaite Matuzeviciute et al. 2015; Miyata 

2016）、 この見方を支持する。 

 一方、天山山脈域での農耕牧畜経済の導入プロセス、すなわち在地の狩猟採集民がアンドロノヴォ文化を受容し

て農耕牧畜民化したのか、あるいは他地域からアンドロノヴォ系農耕牧畜民が流入してきたのかについては、不明

な点が多い。 先に触れたように、 コムギやオオムギが埋葬儀礼の脈絡で利用されていた点は天山山麓部の遺跡

との共通点を有しており、山麓域と山脈域が同じ集団によって開発されていたことを示唆するものの、詳細な流入プ

ロセスについては、 まだまだデータが不十分である。 今後検討すべき課題として、 ひとつは青銅器時代に先行

する時代の狩猟採集民にかんする調査が 
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図9 ナリン州、アラムシク山域及びゴル・ナリン・トー山域での踏査経路。白く囲った範囲で踏査 

図10 モル・ブラク沢のキャンプ跡遺跡の位置する地形 （矢印がキャンプ跡遺跡） 
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図11 モルブラク沢のキャンプ跡遺跡の表採古代土器 （年代は不明） 

必要であろう。筆者らのアイグルジャルの調査では、中石器時代 （紀元前12000 ～11000 年） の文化層が細石器

とともに確認されているが、その後に想定される新石器時代の堆積は発見できなかった（久米ほか 2014; Mo-

tuzaite Matuzeviciute et al. 2015）。 また、もうひとつは、カザフスタン領のキジルブラク遺跡（Bendezu-Sarmiento 

2004）、中国領の下坂地遺跡（新疆文物考古研究所 2012） などアイグルジャル遺跡と同じく天山、パミールの高

地環境に立地する青銅器時代のアンドロノヴォ系文化墓地との詳細な比較も必要な作業となってくるだろう。 

 

 

4. おわりに 

 筆者らの調査は、天山山脈域において農耕牧畜経済が導入されたタイミングについて正確に明らかにする成果を

得た。 一方、農耕牧畜経済の導入プロセスについては、アンドロノヴォ文化の拡散との連動を説明したのみで、 ま

だまだ未解明の点が多い。 いずれにせよ、筆者らの調査を含め、 これまでの天山山脈域やパミールの2000m を

超える高地環境での農耕牧畜経済の導入に関する議論は墓地遺跡から得られた証拠のみに基づいていた。 この

ため、埋葬儀礼の脈絡という極めて制限された情報の中で生業活動を議論してきたことは否めない。 これは多分

に山岳環境内で居住遺跡を発見することの困難さに起因しているが、筆者らのサーベイでは、数少ないものの山岳

環境内でも古代キャンプ跡を発見することができ、多様な山岳環境が利用されていることを明らかとした。最近実施

したモル・ブラクでのキャンプ跡の試掘成果については別稿に譲るが（Kume 2016; 久米ほか準備中）、試掘では長

期間に渡る文化堆積が確認された。 今後は、天山山脈域における農耕牧畜経済の導入プロセス、青銅器時代に

拡大した高地環境開発の実態、 あるいは山岳地帯を経由した東西交流に天山山脈域の先史民が果たした役割

について、具体的な証拠に基づいて示すことができると期待される。 
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